
新型コロナ感染症緊急包括支援事業（介護分）
を活用した介護施設の第二波対策
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資料③



実施主体：都道府県
補助率 ：国 １０／１０

○ 介護サービスは高齢者やその家族の生活を支え、高齢者の健康を維持する上で不可欠。

今後は、感染による重症化リスクが高い高齢者に対する接触を伴うサービスが必要となる介護サービスの特徴を踏まえ、最大限の感染症対策を継
続的に行いつつ、必要なサービスを提供する体制を構築する必要。

○ そこで、必要な物資を確保するとともに、感染症対策を徹底しつつ介護サービスを再開し、継続的に提供するための支援を導入。

○ また、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じながら介護サービスの継続に努めていただいた職員に対して慰労金を支給する。

サービス
再開支援

都道府県

１ 感染症対策の徹底支援
○感染症対策を徹底した上での介護サービス提供を支援【事業者支援】

（感染症対策に要する物品購入、外部専門家等による研修実施、感染発生時対応・
衛生用品保管等に柔軟に使える多機能型簡易居室の設置等の感染症対策実施
のためのかかり増し費用）

○今後に備えた都道府県における消毒液・一般用マスク等の備蓄や緊急時の応
援に係るコーディネート機能の確保等に必要な費用【都道
府県支援】

２ 介護施設・事業所に勤務する職員に対する慰労金の支給
○ 新型コロナウイルス感染症が発生又は濃厚接触者に対応した施設・事業所に勤
務し利用者と接する職員に対して慰労金（20万円）を支給
○ 上記以外の施設・事業所に勤務し利用者と接する職員に対して慰労金（5万円）を
支給

３ サービス再開に向けた支援
○ ケアマネジャーや介護サービス事業所によるサービス利用休止中の
利用者への利用再開支援（アセスメント、ニーズ調査、調整等） 等

４．都道府県の事務費

事業内容

交付

事業の流れ

補助額等

令和２年度２次補正予算額

４，１３２億円
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計上所管：厚労省
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新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金（介護分）



緊急時の応援に係るコーディネート機能の確保等

介護サービス事業所・施設等で感染者が発生した場合などに、
当該事業所・施設等や当該事業所・施設等の運営主体のみで
の対応が困難になることも想定されることから、都道府県に
おいて、平時から都道府県単位の介護保険施設等の関係団体
等と連携・調整を行った上で、地域の他の介護サービス事業
所・施設等と連携して当該事業所・施設等に対する支援を実
施するために必要な経費を補助する。

ア 事業内容

イ 支援対象経費

平時からの連携・調整及び、緊急時の応援に係るコーディネー
ト機能の確保等に必要な委託費

ウ 支援額

900 万円とする（委託団体数は問わない）。
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令和２年度２次補正予算額

４，１３２億円



4



東京都医師会
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・原則発生施設がある都道府県内

老健施設（派遣先）

⑪ 職員派遣

東京都老人保健施設協会
⑧ マッチング コーディネーター配置
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